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二
〇
二
〇
年
一
月
十
六
日
、
Ｊ
ｉ
Ｐ
Ｆ
Ａ
（
食
と
農
の
協
働
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
地
方
創
生
分
科
会
第
二
回
分
科
会
が
開

催
さ
れ
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
企
画
部
よ
り
「
外
国
人
材
受
入
れ
に
資
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
取
組
に
つ
い
て
」
が
発
表

さ
れ
た
。 

 

そ
の
際
の
資
料
（
計
三
十
四
ペ
ー
ジ
）
の
中
で
、
八
ペ
ー
ジ
目
に
「
世
界
各
国
と
も
少
子
化
が
進
ん
で
い
く
中
、
外
国
人
労

働
者
の
確
保
自
体
も
競
争
の
時
代
に
入
り
つ
つ
あ
る
。
改
正
入
管
法
の
成
立
は
長
年
の
議
論
が
結
実
し
た
日
本
の
歴
史
的
転
換

点
で
あ
る
が
、
単
に
安
い
労
働
力
を
確
保
す
る
と
の
視
点
で
は
外
国
人
労
働
者
は
逃
げ
て
い
く
」
と
あ
り
、
ま
た
「
日
本
の
就

労
・
生
活
環
境
の
評
判
が
良
け
れ
ば
、
口
コ
ミ
で
外
国
人
労
働
者
の
本
国
に
伝
わ
り
、
素
晴
ら
し
い
人
材
が
日
本
を
目
指
し
、

来
日
す
る
。
そ
の
よ
う
な
環
境
が
日
本
で
用
意
で
き
る
か
否
か
、
こ
こ
数
年
が
正
念
場
」
と
あ
る
。
ま
た
、
九
ペ
ー
ジ
目
に

は
、
「
外
国
人
材
受
入
拡
大
は
、
オ
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
で
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
開
発
途
上
地
域
か
ら
の
外
国

人
材
の
受
入
が
拡
大
す
る
中
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
実
施
を
通
じ
て
途
上
国
と
つ
な
が
り
の
深
い
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を
含
め
た

関
係
者
を
挙
げ
て
貢
献
策
に
取
り
組
む
べ
き
」
と
も
あ
る
。 

 

な
お
、
同
分
科
会
に
関
し
、
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
「
日
本
へ
技
能
実
習
生
を
送
る
東
南
ア
ジ
ア
六
カ
国
の
現
状
を
初
調
査 

韓



 

２ 

 

国
に
行
け
ぬ
人
材
来
日
の
構
図
顕
在
化
」
と
の
タ
イ
ト
ル
の
記
事
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（ht

tp
s:/

/b
lo
gos

.c
om/

ar
tic

le
/
 

430038/
）
。
そ
の
中
で
、
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
各
国
が
海
外
人
材
派
遣
に
は
積
極
的
で
あ
る
一
方
、
条
件
の
よ
い
韓
国
で
の

就
労
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
人
材
が
日
本
を
選
択
す
る
と
い
う
構
造
が
生
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
」
と
あ
る
。 

 

そ
こ
で
以
下
質
問
で
あ
る
。 

一 

国
は
、
「
単
に
安
い
労
働
力
を
確
保
す
る
と
の
視
点
で
は
外
国
人
労
働
者
は
逃
げ
て
い
く
」
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る

の
か
。 

二 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
外
国
人
に
と
っ
て
望
ま
し
い
日
本
の
就
労
・
生
活
環
境
が
用
意
で
き
る
か
否
か
、
こ
こ
数
年
が
正
念
場
と

説
明
し
て
い
る
が
、
国
と
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
認
識
は
あ
る
か
。
持
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
具
体
的
に
終
期
を
何
時
と
考
え

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
こ
こ
数
年
に
上
記
環
境
が
達
成
さ
れ
な
い
場
合
ど
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。 

三 

ネ
ッ
ト
記
事
で
は
、
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中
間
報
告
に
お
い
て
「
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
人
材
を
め
ぐ
っ
て
は
、
買
い
手
市
場

か
ら
売
り
手
市
場
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
」
、
韓
国
に
外
国
人
材
、
特
に
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
人
材
が
流
出
し
て
い
る
旨
の
記

述
が
あ
る
が
、
国
の
認
識
、
対
応
策
は
如
何
。
具
体
的
な
施
策
等
が
あ
れ
ば
、
内
容
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


